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会社概要



建材事業

カーテンウォール ドア 窓・サッシ カーポート

ビル建材
住宅建材

エクステリア建材



アルミニウム・マグネシウム
鋳造・押出・加工

事務機器

車 鉄道

家具

照明
建材

家電

工場倉庫物流

航空機

船舶太陽光発電看板

農業

医療機器

土木

様々な分野・用途に貢献

マテリアル事業

産業機械



店舗陳列什器・カウンター・サイン
店舗および関連設備のメンテナンス

什器 カウンター サイン

商業施設事業



アルミニウム鋳造・押出・加工
海外拠点

大型押出材 加工 接合

国際事業
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カーボンニュートラルへの挑戦
事業活動に伴う温室効果ガスの排出削減と、環境技術で創出する商品・サービスによる温室
効果ガス排出削減貢献とのバランスにより、カーボンニュートラルを目指す

資源の循環
循環型社会の実現に向けて主要材料の循環使用の促進と、廃棄物の再資源化を推進

人財を未来へつなぐ
多様性や人権を尊重し人材育成を推進することで活力ある企業風土を創生し、豊かな暮らし
を実現する原動力となる「人財」を未来につなぐ







アルミ循環技術構築



「循環アルミの使用促進」に向け、日本アルミニウム協会の各委員会
活動への参画だけでなく、産学官連携によるリサイクル研究に取り組
み。
富山大学とは、共同でアルミリサイクルおよび押出加工の革新研究
を行うため、2022年8月先進軽金属材料国際研究機構に共同研
究講座を設置し、アルミ合金のリサイクル材を押出材に転用可能な
アップグレードリサイクル技術の構築を推進。

共同研究講座
記者会見の様子

資源の有効活用



採用事例｜新幹線から新幹線への水平リサイクル

HARITA 



採用事例｜新幹線から新幹線への水平リサイクル

東海道新幹線 N700S荷棚材

再生アルミから
押出したアルミ形材

荷
棚

出典：JR東海様 2020年6月13発表
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共同研究講座設置の経緯

アルミニウムのリサイクル技術開拓への挑戦

基礎的
研究資源

製造
技術資源

三協立山富山大学
・熊本大学と連携してILMを設立
・全国共同利用・共同研究拠点に認定
・アルミのリサイクル技術開発拠点新設
【R3年度経済産業省補助事業】

・自社内リサイクルは50年の実績
・市中リサイクル材の水平利用には
課題も多く学術レベルに遡った研究
が必要と認識

１．需要増 高騰する地金は全量輸入
２．環境負荷低減への圧力アルミ産業の新局面

2022年8月1日
アルミリサイクルと押出加工の革新研究 共同研究講座設置

カーボンニュートラルの実現に資するアルミリサイクルの高度化を目指す
未来のアルミ産業の担い手となる若手技術者の育成に貢献



共同研究講座
執務室



課題1
アルミスクラップの不純物制御に関する研究
｛アップグレード化技術の開発、実装化｝
富山大学
小野教授、加藤助教
共同研究講座
高井、A研究員（入社４年）、B研究員（入社２年）

共同研究講座の課題

課題2
超高強度6000系合金の押出加工・熱処理プロセスに関する研究
｛超高強度押出材の製造プロセス開発、実装化｝
富山大学
白鳥教授、船塚助教
松田教授、李准教授、土屋助教
共同研究講座
高井、C研究員（入社１０年）、D研究員（入社１１年）



課題1
アルミスクラップの不純物制御に関する研究

‘22.8 ‘23.2 ‘23.8 ‘24.2
準備

小規模トレー
ス実験(練習)
スケールアッ
プ実験(練習)
スケールアッ
プ実験(本番)
ST単独研究

小野研究室の基礎研究（熱力学など）勉強

金属元素添加による晶出物分別法

COI-NEXT本格型
Sn浴による晶出物分別法

トライ＆エラー

A研究員

A,B研究員

全員

B研究員

A研究員

炉内
ST実験炉

新たな手法を探究



課題2
超高強度6000系合金の押出加工・熱処理プロセスに関する研究

‘22.8 ‘23.2 ‘23.8 ‘24.2
押出実験フェーズ1
（白鳥研究室）
TEM分析など
（松田研究室）
押出実験フェーズ2
（白鳥研究室）
TEM分析など
（松田研究室）
特許出願

富大400トン
縦型押出プレス

高強度化プロセス案の実験評価

高強度化
制御プロセスの構築

高強度化メカニズム調査

高強度化
メカニズム解明

7月12日
共同出願
特願2024-112277

C研究員

D研究員

D研究員

C研究員
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項目 結果 評価
研究成果 小規模レベルにおいて

アップグレード化の可能性確認
6000系超高強度材の製造プロセスに目途

〇

人財育成 若手、中堅ともに新たな知見を得る
＋行動力で成果導出に貢献
実験の失敗も改善への思考⇒成果へ

〇

機器、設備活用 当社にはない大学保有の機器、設備を有効
に活用

〇

コミュニケーショ
ン

要所で打合せできたが、細やかさに欠けて
いた

△

学生、研究者との
交流

一部の交流にとどまった
今後、軽金属材料共同研究棟での交流に期
待

×

大学保有技術、
知識の共有

先生方からの知識や経験等を得ながら考
察・実行

〇

大学との共創 ふりかえり



連携希望項目
アルミスクラップ溶湯から偏析、晶出したア
ルミと不純物を物理的に分離できる技術
をお持ちのところ

圧搾、ろ過、遠心分離 等々



おわりに

三協立山・共同研究講座は
社会実装化に向け共同研究
を継続します

ご清聴ありがとうございました
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